
 

 

 

  

「さあ２学期、全ての思い出を力に！」 

 夏休みが終了し今日からグアム日本人学校２学期がスタートしました。毎年の事ながら、学

校を離れている分、子供たちの安全が一番気になる時期でもあります。そして始業式は、そん

な心配を一掃する子供たちの笑顔に出会える日です。 

 さて、子供たちは夏休みの思い出を一杯に２学期をスタートさせます。小学部１年生から中

学部３年生まで、３6 人が異なる「思い出」を抱えて学校に戻ってきました。『キャンプに参加

してとても楽しかったこと。夏休みに家族で 旅行へ行って遊んだこと。日本に帰国しておばあ

ちゃんやおじいちゃんに会ってお小遣いを貰ったこと。行きたかったお店に仲良しの友達と行

けたこと』等沢山の楽しい思い出。その反面『自分は遊びたいのに、勉強しなさいと言われた

こと。今やろうと思っているのに部屋を片づけなさいと言われたこと。友達と遊びに行こうと

思ったのにそこは危ないからやめなさいと言われ、行けなかったこと』等あまり楽しくなかっ

た思い出を抱えている子供たちもいるのではないでしょうか？ 「大人は子供であったことがあ

るが、子供は大人になったことはない。」という言葉があります。大人になるとほとんど忘れて

しまいますが、子供の時は何かと「～しなさい。～しては駄目でしょう！」と言われることが

多かったはずです。社会で生きていくための知恵を身につけた大人は、自分の経験で子供の行

動をはかります。だから、つい口うるさくなりがちです。特に夏休みは一日中親子で過ごすこ

とも多く、普段気が付かなかった所も気になりますから尚更です。「夏休みは楽しいけれど楽し

くない、早く学校が始まって欲しい」という子が以前の学校にいましたが、まさに「楽しい思

い出」と「楽しくない思い出」を併せ持つ本人の悩みそのままの発言でした。楽しくない思い

出は心の力にはなりません。そこで本人の思い出をプラスに変えてあげる必要があります。例

えば嫌々でも取り組んだことについては、そのことを認めてあげることが大切です。嫌々やっ

た事を「誉める」ことは出来ませんが、結果として出来たことだけを「認める」事はできま

す。 勉強しなさいと何回も繰り返し言ってやっと本人が机に向かい何とか宿題だけは出来たと

いう時でも「頑張ったから宿題が終わって、私は嬉しいな。」という「１メッセージ」の手法で

言葉を掛けてあげること。「忙しいんだから手伝って！」と頼み、本人が文句を言いながらも手

伝ってくれたとき、「手伝ってくれて、ありがとう。」と「魔法の言葉・ありがとう」をつかっ

てみる等々、周りの大人の接し方で、「楽しくない思い出」がプラスに少しずつ変化します。プ

ラスの思い出は、「やる気」の原動力です。さあ、勉強に運動に充実の２学期がスタートしま

す。毎日の「やる気」を継続するためにも子供たちには全ての思い出をプラスの力として自分

自身の中に蓄えていって欲しいと考えています。学習成果発表会という大きな学校行事を控え

た今学期ですが、保護者の皆様方には今後とも尚一層のご支援・ご協力のほど宜しくお願い申

し上げます。 

        グアム日本人学校だより 
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 　 ８月　学校行事予定

グアム日本人学校（全日制）

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月 学校閉校日

6 火 学校閉校日

7 水 学校閉校日

8 木 学校閉校日

9 金 学校閉校日

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日 夏季休業最終日

19 月 ２学期始業式、クラブ 15:10

20 火 15:10

21 水 避難訓練（火事） 15:10

22 木 全校集会 15:10

23 金 15:10

24 土

25 日

26 月 委員会④ 15:10

27 火 小学１年～４年生校外学習 15:10

28 水 15:10

29 木 児童生徒集会、わくわくランチ 15:10

30 金 15:10

31 土

日 曜  　　 行　　事　 下校時間



                ※ 予定ですので変更する場合もあります。 


